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インターバンクの声 （2015 年 5 月 29 日） 
 

２００２年以来となる１２４円台の高値を付けたドル円だが、今日２９日が

週末と月末が重なっていることや、来週末の米雇用統計発表が近づいている

こともあって、これ以上円を売り続けることには少し躊躇いが出始めるかも

知れない。ニューヨーク時間に発表された米新規失業保険申請件数が２週連

続して市場予想よりも増加したことや、G７財務相・中央銀行総裁会議に出席

している麻生財務相の「足元の円安方向に、ここ数日間を見れば荒い動きが

ある。市場の動きを今後とも注意深くみていきたい」発言などが気になって

いるディーラーも多くなっている。年末方向を展望すれば１２５円や１３０

円レベルを照準にしている見方も少なくないが、先週末からわずか一週間足

らずで４円近くも円安が進んだとあって、今週末や週初一気の１２５円突破

は早すぎるように感じる。もっとも、ニューヨーク市場に戻ってから発表さ

れる米１－３月期 GDPの改定値が驚くような結果にでもなれば話は別になる

可能性もあるが、取り敢えず東京時間は２７日の夜以降何度となくドルが支

えられた１２３円５０銭前後が引き続き固いのかどうかを確認するのではな

いだろうか。 
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